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 夏休みどう過ごしていますか。屋内外に関わらず、しっかりと熱中症対策を行

いましょう。また、健康診断の結果、受診が必要な人は夏休みを利用して受診し

てください。残りの期間も生活リズムを崩さないよう気をつけ、健康に過ごしま

しょう。 

  

これまでの保健厚生委員会の取組について、一部紹介します。 

 熱中症予防対策  

 ○各 HRで熱中症予防について啓発を行いました。（全学年） 

  5月末、朝のホームルームの時間を活用して、クラスメイトに熱中症予防に

ついての啓発プリントを配り、暑熱順化や熱中症の症状、予防について説明し

ました。 

 ○熱中症予防の校内放送を行いました。（2年生） 

  熱中症のリスクが高まる時期に合わせて行っています。 

放送の原稿は、各クラスの委員が作成しました。熱中症 

予防について調べ、それを上手に伝えられるよう、言葉や表現を一生懸命考え

ました。 

 スクールカウンセラーによる講義 （1、２年生） 

 スクールカウンセラーの和田先生に、「こころとわたし」というテーマでお話

ししていただきました。自己理解が深まり、自分のことを見つめ直すきっかけに

なりました。 

 保健だより掲載 （3年生） 

より良い生活習慣を目指して、生活に役立つ情報や受験に向けての過ごし方に

ついて調べました。各クラスでテーマが重ならないよう相談して、書き方やレイ

アウトの工夫をしました。 

 

 

 

 

 ３０５HRです。早寝早起きは生活リズムを維持するためにも重要です。 

早寝早起きをして、夏休みの時間を有効に活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  より良い生活習慣を目指して 
保健厚生 

委員(３年)より 

参考：東京都生涯学習情報 

 

 

 

 
参考：TANITA 

 

 

３０７HRです。15～20分程度のストレッチなど、無理

なく取り組めそうなことから始めると継続しやすいです。 


